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新
緑
の
風
に
囲
ま
れ
裸
婦
の
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城
に
坐
し
新
緑
の
風
欲
し
い
ま
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緑
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の
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り
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を
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ぎ
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朝
早
く
五
羽
の
子
燕
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立
ち
け
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あ
じ
さ
い
の
蕾
小
さ
き
薄
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搦
手
は
一
面
白
き
姫
女
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と
り
ど
り
の
菖
蒲
咲
か
せ
て
老
の
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杖
つ
き
て
門
を
く
ぐ
れ
ば
若
葉
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見
返
り
坂
園
児
一
列
梅
雨
晴
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貞
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小
波
の
茂
り
を
映
し
城
の
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城
山
の
う
ち
わ
工
房
賑
わ
え
る 

 
 
 
 
 

剋
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明
易
し
目
覚
め
て
今
日
の
予
定
な
ど 

 

 

 
 

 

鬱
蒼
と
城
の
樹
々
た
ち
梅
雨
に
入
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文
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大
笊
に
青
梅
黄
梅
梅
洗
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蛇
苺
赤
き
が
二
つ
今
朝
の
庭 

 
 
 
 
 
 

純
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お
天
主
の
庭
静
も
り
ぬ
楡
若
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緑
陰
に
平
家
ゆ
か
り
の
白
き
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芳
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出
席
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真
鍋 

馬
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吉
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氏
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川
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小
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投
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大
黒 

小
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梅
雨
の
晴
れ
間
、
城
山
は
緑
滴
る
ば
か
り
で
あ
る
。
帯
曲
輪
へ
の
径
に
は
、
茂
み
に
夏
ア
ザ
ミ
が
丈
高
く
花
を 

つ
け
、
姫
女
苑
は
斜
面
を
覆
っ
て
雪
崩
れ
る
よ
う
に
咲
い
て
い
る
。
十
薬
の
花
の
白
さ
が
瑞
々
し
い
。
雨
は
城
山 

を
こ
ん
な
に
も
生
々
と
さ
せ
る
。
合
歓
は
も
う
咲
い
た
か
な
？
と
廻
り
道
を
し
て
み
た
が
早
過
ぎ
た
よ
う
だ
。 

部
屋
に
戻
る
と
温
か
い
コ
ー
ヒ
ー
が
待
っ
て
い
た
。
清
記
を
し
つ
つ
お
喋
り
、
楽
し
い
ひ
と
時
で
あ
る
。
免
許 

を
返
納
し
た
の
で
電
車
で
来
た
友
も
。
こ
ん
な
時
間
を
持
て
る
こ
と
を
幸
せ
に
思
う
、
続
け
た
い
も
の
で
あ
る
。 

草
の
芽
句
会
だ
よ
り 

 


